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で 60 ～ 70％との報告があり、それと比べて低い結果
であった。神奈川県内の農場から出荷された豚も同
様に低かったが、農家により検出率に差がみられた。 
C. perfringensは耐熱性芽胞菌で加熱に強く、本菌が残
存している食品を経口摂取すると、腸管内で本菌が
増殖し、食中毒を引き起こす可能性がある。と畜場
において、と畜前の生体の洗浄及び解体工程におい
て腸内容物の汚染を広げないことは、Clostridium属菌
による汚染のリスク上も重要であることが再認識さ
れた。
